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３．平成 26年度の研究の特筆すべき成果 

 本研究ステーションはLSI 技術を基盤としたSi 基板をプラットフォームとする異種機能

の集積・融合を目的としている。本研究では信号処理機能を併せ持つ次世代インテリジェン

ト・パワーデバイスの開発に向けSi基板を用いたダイヤモンド・パワーデバイス集積化プロ

セスの開発を進めている。パワーデバイスの開発では、高耐圧・低消費電力化を目的として

Si(Eg=1.12eV)に比べバンドギャップの大きなSiCの適用が進められ、現在実用段階に入って

いる。SiC結晶は多様体であり，パワーデバイス用途としては４H-SiC (Eg=3.26eV)が最有力

候補となっている。しかし六方晶のためｃ軸方向の成長に対し転移が生じやすく高い結晶性

を保つことに苦慮している。経産省のロードマップによれば，SiCパワーデバイスの後継候補

として，究極のパワーデバイス材料であるダイヤモンド・パワーデバイス(Eg=5.47eV)の開

発・実現が期待されている。我々は、これまでに培ってきたマイクロ波プラズマCVDによるSi

基板上の高配向ダイヤモンド核形成および，Si基板上のダイヤモンド選択ヘテロエピタキシ

ャル成長技術を融合し，パワーデバイス活性領域となる単結晶ダイヤモンドをSi基板上に選

択形成に成功した。さらにダイヤモンド配向核の選択性を高めデバイスサイズ程度まで大型

化できることを証明した。これらの技術を応用し、パワーデバイスおよび信号処理回路をSi
基板上に形成しIPM(インテリジェント・パワー・モジュール)に向けたシステムLSIチップ（IPM

チップ）を提案した。以上の成果をもとに特許出願を行った。 

 

４．平成 26年度の研究成果の公表実績 

  なし 

 

５．外部資金の獲得状況 

なし 

 



 

６．今後の研究発展 

 スマートグリッド実現に向けダイヤモンド・デバイスのSi基板上集積化技術を進展させ、

ダイヤモンドIPMチップの実現に向け、デバイスの実証を目指す。Si基板上のダイヤモンド

単結晶の電気特性評価を進め、ショットキーバリア・ダイオード(SBD)、金属-半導体接合

(MES)電界効果トランジスタ（FET）の試作・実証へと進めていく。 

現在、コンピュータシステム内の高速化を原動力として，シリコンフォトニクスを利用し

た光インターコネクトの開発・実用化研究が産総研を中心に産学官連携で進められている。

本研究ステーションでは本学の特色を生かし，異なるアプローチから異種分野の融合を目指

すべきと考える。現在電通大の１つの特徴である“光科学”の観点から量子光学系のオンチッ

プ集積の検討を行っている。”Heterogeneous Integration”の命題の下に電通大独自の具体的な

アプローチとして“シリコンフォトニクスと量子光学との融合”等をいち早く明示できれば、

大型の外部資金獲得も可能と考えている。 
本研究ステーションに参加されているメンバーは、半導体デバイス・物性分野だけでなく

情報通信や情報処理、量子光学と分野的に多岐にわたり、不定期に討論会(ブレインストー

ミング)を行っている。本学では改組等の多忙の中，各教員は個々に優れた成果を挙げられ

ているが，ステーション活動を通じて“融合”といった形での、具体的な成果に至っていない

ことは残念である。“知のボーダレス”から踏み込んだ異種分野の融合実現は一朝一夕には成

し得ないことを痛感している。しかし、電通大は異分野が程好い規模で集積されている点が

強みであり，本研究ステーションが学内における異文化交流の場として機能するよう活動を

進めていきたい。 
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